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弟子屈町地熱資源活用可能性調査業務（進捗報告） 

 

地熱エンジニアリング(株) 

 

 

１．調査目的 

弟子屈町における高温地熱資源の賦存状況を、既存資料にもとづいて抽出する。さら

に、JOGMEC＊が定額助成する地熱資源開発調査の申請に向けて、抽出地域の総合的な

評価（順位付け）を行う。 

＊JOGMEC：独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱物資源開発機構 

 

２．調査方法 

弟子屈町のボーリングデータ、活火山・地震活動・地熱資源開発等の調査データを整

理し、地熱資源開発の可能性（有望性）を評価する。 

また、実際に地熱資源開発後に地熱発電所の建設を想定しておくために、立地環境の

評価も実施する。立地環境は種々の情報を含むため、弟子屈町の協力のもと作成する。 

 

立地環境に重要な制限を与える国立公園区分（特保：開発不可、1特：地上開発不可） 



３．調査結果のまとめ方 

①地熱ポテンシャルマップの整理 

②地熱開発候補地の立地環境整理 

③地熱開発有望地域の抽出 

 

 

 

地熱徴候地の抽出・現地調査 坑井データ等の分析 

↓ 

地熱開発条件の整理 立地環境情報の収集・分析 

↓ 

地熱開発候補地の抽出 

 

情報収集によるスクリーニング 

 

 

【（例）地熱資源関係の公表資料】 

 

例１） 北海道の地温勾配（秋田,2014） 



 

 

例２） 地熱ポテンシャル図（環境省,2012） 

 

 

 

例３） 地下の比抵抗構造とその解釈（Ichihara et al,2009） 



 

例４） アトサヌプリ地熱系概念モデル（野田,1987) 

 

 

例５） 道内地熱エネルギー開発地域と事業者（北海道,2015） 

  



４．進捗状況（2016.1.29 現在） 

４－１ 現地調査 

（１）調査期間 

２０１５．１２／１～１２／４ 

 

（２）調査場所（第１図、添付写真参照） 

温泉地：川湯、仁伏、砂湯、池の湯、コタン、和琴、川湯駅前、弟子屈原野、

弟子屈、当別、奥春別（＊美留和は低温なので除外） 

変質帯：アトサヌプリ、湯沼、ポンポン山、和琴半島 

 

（３）調査内容 

既存調査で温泉や変質帯が記載されている箇所（代表的な場所）の確認 

一部の温泉で、温度・電気伝導度・pH を測定 

 

４－２ 調査結果概要 

既存文献等に記載された温泉地・変質帯を確認した。現時点の主要温泉地の概略評価

を第１表に示す。今後、詳細な文献調査および温泉データ収集により、適宜修正してい

く。 

また、以下の点が地熱開発（調査）のポイントとなる。 

・地熱系が発達しているかどうか（熱源が若い） 

・屈斜路湖・アトサヌプリ火山砕屑岩類堆積部は地表水が浸透して低温の可能性があ

ることから、第三系基盤がなるべく浅く分布する地域でのアップフロー域があるか 

・環境制約による開発可能エリアかどうか 

 

４－３ 今後の工程 

工程表を第２表に示す。 

以上 

 

＜参考資料＞ 

地熱資源開発調査の流れ 

JOGMEC 地熱資源開発調査支援制度 

JOGMEC 採択案件位置図 

JOGMEC 地熱パンフレット（別冊） 



　地熱エンジニアリング㈱

12/1-4現地調査

＊情報収集は弟子屈町殿に協力いただく

▲ ▲
進捗報告 最終報告

第１表　弟子屈町　地熱資源活用可能性調査　工程表

項目 要点 成果物
平成27年 平成28年

10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ⅰ-１　地熱ポテンシャルの現状把握

（１）地熱ポテンシャルマップ
作成

地熱資源分布の整
理

①温泉・調査ボーリング分布図
②温度分布図、③地温勾配図
④地化学温度分布図

Ⅰ-２　地熱資源有望箇所に関する調査

（１）地熱開発地域の整理 立地環境の整理 ⑥立地環境評価表および対応図面

（２）開発有望地域の抽出
有望地域の抽出
（順位付け）

⑤地熱系概念モデル（高温地域が対象）
⑦JOGMEC申請候補地のまとめ（調査案）

Ⅰ-３　調査結果報告

（１）現地報告会 調査結果報告 ＊弟子屈町での報告会

（２）報告書作成
地熱発電導入拡大
可能性のまとめ

◇報告書



 

 

第１図 調査位置図 （黄色：主要温泉地、 燈色：噴気伴う変質帯） 
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アトサヌプリ噴気帯 

 

 
アトサヌプリ噴気孔 

 
川湯温泉 自然湧出泉 

 

 
同上 

 
砂湯（一部で弱く湯気が出ている） 

 

 
砂湯（掘ると高温泉が湧出） 

 
池の湯 

 

 
池の湯 



 
コタンの湯 

 

 
コタンの湯 

 

 
和琴温泉 

 

 
和琴温泉 

 

 
奥春別温泉 

 

 
当別温泉（貯湯層） 

 
当別温泉 

 

 
弟子屈温泉 



 
湯沼の変質帯（硫気孔が複数分布：この手前奥に変質帯あり、今回未調査） 

 

 
湯沼の変質帯（奥にバブリングを伴う沸騰泉：湯たまり） 

  

 
ポンポン山（この左奥上流に大きな変質帯がある：今回未調査） 

 

 
ポンポン山の粘土化変質 

  

 
仁伏温泉 

 

 
仁伏温泉 

  

 
和琴半島の噴気帯（粘土化変質が主：立入禁止となっていた。沸騰泉ありとのこと） 

 

 
和琴半島の変質帯（湖岸に降りられなかったので噴気・温泉有無は不明） 



2016.1.29地熱エンジニアリング(株)

地区名
現状の地熱開発レベル

地熱徴候

＊現時点では、種々の制約条件を考慮していない。

川湯 ３９～６６℃の強酸性温泉

第２表　「既存調査・情報収集による地熱開発候補地」における評価表（2016.1.29現在のまとめ：今後の詳細文献調査による変更あり）

候補地

硫黄山
（川湯温泉駅）

噴気、温泉ボーリング
シリカ温度１４３～１７４℃

和琴
沸騰泉・噴気あり
シリカ温度174～254℃

コタン
NEDO・電源開発調査井
シリカ温度１６９℃

池の湯
４２～４６℃の温泉
シリカ温度１７０～１８３℃

砂湯
最高５０℃の温泉
シリカ温度１５０～１９２℃

仁伏
４０～４６℃の自然湧出泉
シリカ温度１５３～１６７℃

弟子屈原野開拓地
温泉ボーリング
バイナリー発電所あり

美留和
温泉ボーリング
シリカ温度１０８～１３９℃

湯沼
電源開発による調査井あり
熱水120～130t/h・蒸気10t/h

奥春別
NEDO、温泉ボーリング
シリカ温度１０６℃

当別
温泉ボーリング
シリカ温度１１５～１７８℃

弟子屈 多数の温泉ボーリングによる地下構造の推定

ポンポン山：NW-SE系方向に分布（一部で噴気
伴う）
石英、スメクタイト

サワンチサップ溶岩
円頂丘

・溶岩円頂丘縁辺
・屈斜路カルデラ壁

変質帯が分布するため、深部に高温貯留
層が賦存する可能性がある。

発電可能性想定される熱源
温泉分布等から想定される

地熱貯留層断裂
地表変質帯

なし？

なし
山側の溶岩円頂
丘？

・溶岩円頂丘縁辺

なし
不明（南部に溶岩円
頂丘あるが特に高
温を示さない）

・溶岩円頂丘縁辺

・1938屈斜路地震断層（NW-SE系）

半島北部の350m間に分布（噴気孔群はNE-SW
～ENE-WSWに配列）
クリストバライト、カオリン、スメクタイト、明礬石

オヤコツ山円頂丘
・溶岩円頂丘縁辺
・屈斜路カルデラ壁
・1938屈斜路地震断層（NW-SE系）

フラッシュ発電の可能性あり

川
湯
・
硫
黄
山

屈
斜
路
湖
畔

摩
周
温
泉

起源熱水１９０～２３０℃硫黄山
・貫入岩に伴う断裂
・屈斜路カルデラ壁

バイナリー発電によるカスケード利用？
坑井情報を収集してから、確認予定。
空中物理探査が実施されると、より地熱構造解析が進展する。
＊JOGMECによる多数のヒートホールを望む

硫黄山全体が硫気孔伴う白色変質帯
珪化帯、明礬石帯、粘土化帯

湯沼北部にNE-SW方向に幅100～400m、長さ
1,900m（噴気伴う）
クリストバライト、カオリン、スメクタイト、明礬石

リシリand/orアトサ
ヌプリ

アップフロー域は不明。坑井温度分布
から、側方流動と推定。

浅部でフラッシュ発電
（噴気試験はスケール生成により中断）

バイナリー発電によるカスケード利用？

なし 丸山溶岩円頂丘？



ＪＯＧＭＥＣ資料に加筆

温泉モニタリング

１ 地表調査
・地質調査、
・流体地化学調査
・物理探査 等

２ 地下探査・評価
・掘削調査
・噴気試験
・総合解析 等

３ 環境アセスメント
※1 一定の発電規模より、

環境影響評価法の対象となる
※2 7,500kW以上で対象

４ 建設
・設計
・建設
・試運転

５ 操業
・運用
・メンテナンス

一般的な 地熱資源開発調査の流れ

調査毎に地域協議会での説明・報告・意見交換を実施し、次段階の判断をする

地熱資源活用可能性調査
（現在実施中）

有望であれば下記のステップに進むことができる（助成制度あり）

参考資料



出展：ＪＯＧＭＥＣホームページ

【助成事業としての審査採択の主要件】

◎地熱資源の開発において有望な地域であること
事業環境が明確で許認可・承認を得ていること
助成事業を的確に遂行する実施・管理体制、資金
助成事業終了後においても継続的に事業を管理・運営できること

JOGMEC地熱資源開発支援制度
参考資料



出展：ＪＯＧＭＥＣホームページ（一部加筆）

参考資料



参考資料


